
● 溶岩ドームが崩壊した場合の影響範囲を試算
・溶岩ドームの崩壊規模を推定し、崩壊した場合の影響範囲について現時点で得られている知見

を基にコンピュータシミュレーションを実施しました。今後、新しい知見が得られた時点で随時、確度
を上げていくことが重要です。

● 溶岩ドームの挙動について継続的な調査・観測が必要
・溶岩ドームが大規模に崩壊すると、その影響が広範囲に広がることが予想されるため、調査・観

測体制を構築し、溶岩ドームの全体の動きを継続的に調査・観測する必要があります。また、警戒避
難に資するなど、必要に応じて、それらのデータを関係機関が共有することも検討する必要がありま
す。

● 関係機関が連携して雲仙普賢岳の防災対策に取組むべき
・関係各機関が連携し、溶岩ドームの崩落に関する減災対策について、ハード・ソフト両面にわたり

検討することが必要です。

「雲仙普賢岳溶岩ドーム崩落に関する
危険度評価検討委員会」結果報告

北側から見た平成溶岩ドーム全景



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CASE 1  

CASE 1  
第１１ローブ J1 亀裂部より下方の亀裂部より崩壊 

対象土砂量 ：768 万 m3 

ピーク流量 ：9,675m3/s 

       25 分で対象土砂量が流下する 

矩形ハイドログラフを想定（左下図） 

施設整備条件：現計画完了時 

物性値   ：平成 3年 6月 8 日に発生した 

火砕流の岩塊流れの再現計算より設定 

岩塊流れの 

最大流動深

（ｍ） 

記号 物理的意味

σ 粒子密度 2.6

φ 内部摩擦角 35°

df 代表粒径 5m

d fp
代表粒径がこの値を下回った時点で移動状態
が流動化するとする閾値

1mm

C smin
火砕流濃度がこの値を超えた時点で粒子の格
子構造による抵抗が発生する閾値

0.51

Mn 格子構造による抵抗力にかかる係数 0.5

e
礫の反発係数。粒子流状態において流体と底
面の摩擦によって発生する抵抗に影響

0.8

b 粒子の単位質量当たりに噴出するガス量 0.0001

ν ガスの動粘性係数 0.0002

κ 底面の抵抗を示す係数 1.5

項目
数値

計算に用いた物性値 
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岩塊流れの流量 

9,675m3/s 

J1亀裂部より下方の亀裂部 

ＣＡＳＥ 1 
第１１ローブJ1亀裂部より下方の亀裂部より崩壊 768万m3 

L=300m 

第１１ローブ 

J1亀裂部 

崩壊諸元 
Ｌ＝300m,W＝320m,H＝80m, 

① 第１１ローブ J1 亀裂部より下方の亀裂部より崩壊 768 万 m3 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩塊流れの 

最大流動深

（ｍ） 

CASE 2  
第１１ローブのＪ１亀裂部より下部が崩壊 

対象土砂量 ：1,024 万 m3 

ピーク流量 ：12,899m3/s 

       25 分で対象土砂量が流下する 

矩形ハイドログラフを想定（左下図） 

施設整備条件：現計画完了時 

物性値   ：平成 3年 6月 8 日に発生した 

火砕流の岩塊流れの再現計算より設定 

記号 物理的意味

σ 粒子密度 2.6

φ 内部摩擦角 35°

df 代表粒径 5m

d fp
代表粒径がこの値を下回った時点で移動状態
が流動化するとする閾値

1mm

C smin
火砕流濃度がこの値を超えた時点で粒子の格
子構造による抵抗が発生する閾値

0.51

Mn 格子構造による抵抗力にかかる係数 0.5

e
礫の反発係数。粒子流状態において流体と底
面の摩擦によって発生する抵抗に影響

0.8

b 粒子の単位質量当たりに噴出するガス量 0.0001

ν ガスの動粘性係数 0.0002

κ 底面の抵抗を示す係数 1.5

項目
数値

計算に用いた物性値 

岩塊流れの流量 
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12,899m3/s 

J1亀裂部 

ＣＡＳＥ ２ 
第１１ローブのＪ１亀裂部より下部が崩壊  1024万m3 

L=400m 

第１１ローブ 

崩壊諸元Ｌ＝400m,W＝320m,H＝80m 

② 第１１ローブのＪ１亀裂部より下部が崩壊 1024 万 m3 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩塊流れの

最大流動深

（ｍ） 

CASE 3  
第１１ローブと第４ローブの境界より上部全体が崩壊 

対象土砂量 ：1,792 万 m3 

ピーク流量 ：22,574m3/s 

       25 分で対象土砂量が流下する 

矩形ハイドログラフを想定（左下図） 

施設整備条件：現計画完了時 

物性値   ：平成 3年 6月 8 日に発生した 

火砕流の岩塊流れの再現計算より設定 

記号 物理的意味

σ 粒子密度 2.6

φ 内部摩擦角 35°

df 代表粒径 5m

d fp
代表粒径がこの値を下回った時点で移動状態
が流動化するとする閾値

1mm

C smin
火砕流濃度がこの値を超えた時点で粒子の格
子構造による抵抗が発生する閾値

0.51

Mn 格子構造による抵抗力にかかる係数 0.5

e
礫の反発係数。粒子流状態において流体と底
面の摩擦によって発生する抵抗に影響

0.8

b 粒子の単位質量当たりに噴出するガス量 0.0001

ν ガスの動粘性係数 0.0002

κ 底面の抵抗を示す係数 1.5

項目
数値

計算に用いた物性値 

岩塊流れの流量 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

0 300 600 900 1200 1500

経過時間（秒）

岩
塊

流
れ

流
量

(m
3
/
s)

22,574m3/s 

Ｌ＝700m 

ＣＡＳＥ ３ 
第１１ローブと第４ローブの境界より上部全体が崩壊  1792万m3 

第４ローブ 

第１１ローブ 

崩壊諸元Ｌ＝700m,W＝320m,H＝80m 

③ 第１１ローブと第４ローブの境界より上部全体が崩壊 1792 万 m3 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩塊流れの 

最大流動深

（ｍ） 

 

CASE 4  
崩落堆積物と第４ローブの境界より上部が崩壊 

対象土砂量 ：3,200 万 m3 

ピーク流量 ：40,311m3/s 

       25 分で対象土砂量が流下する 

矩形ハイドログラフを想定（左下図） 

施設整備条件：現計画完了時 

物性値   ：平成 3年 6月 8 日に発生した 

火砕流の岩塊流れの再現計算より設定 

記号 物理的意味

σ 粒子密度 2.6

φ 内部摩擦角 35°

df 代表粒径 5m

d fp
代表粒径がこの値を下回った時点で移動状態
が流動化するとする閾値

1mm

C smin
火砕流濃度がこの値を超えた時点で粒子の格
子構造による抵抗が発生する閾値

0.51

Mn 格子構造による抵抗力にかかる係数 0.5

e
礫の反発係数。粒子流状態において流体と底
面の摩擦によって発生する抵抗に影響

0.8

b 粒子の単位質量当たりに噴出するガス量 0.0001

ν ガスの動粘性係数 0.0002

κ 底面の抵抗を示す係数 1.5

項目
数値

計算に用いた物性値 

岩塊流れの流量 
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ＣＡＳＥ ４ 
崩落堆積物と第４ローブの境界より上部が崩壊  3200万m3

崩落堆積物 

第４ローブ 

Ｌ＝1000m 

崩壊諸元 
Ｌ＝1000m,W＝320m,H＝100m 

④ 崩落堆積物と第４ローブの境界より上部が崩壊 3200 万 m3 
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岩塊流れの 

最大流動深

（ｍ） 

CASE 5  
噴火前の地山の境界で崩壊 

対象土砂量 ：5,376 万 m3 

ピーク流量 ：67,772m3/s 

       25 分で対象土砂量が流下する 

矩形ハイドログラフを想定（左下図） 

施設整備条件：現計画完了時 

物性値   ：平成 3年 6月 8 日に発生した 

火砕流の岩塊流れの再現計算より設定 

岩塊流れの流量 

記号 物理的意味

σ 粒子密度 2.6

φ 内部摩擦角 35°

df 代表粒径 5m

d fp
代表粒径がこの値を下回った時点で移動状態
が流動化するとする閾値

1mm

C smin
火砕流濃度がこの値を超えた時点で粒子の格
子構造による抵抗が発生する閾値

0.51

Mn 格子構造による抵抗力にかかる係数 0.5

e
礫の反発係数。粒子流状態において流体と底
面の摩擦によって発生する抵抗に影響

0.8

b 粒子の単位質量当たりに噴出するガス量 0.0001

ν ガスの動粘性係数 0.0002

κ 底面の抵抗を示す係数 1.5

項目
数値

計算に用いた物性値 
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67,772m3/s 

ＣＡＳＥ ５ 
噴火前の地山の境界で崩壊  5376万m3 

噴火前の地山 

Ｌ＝1200m 

崩壊諸元 
Ｌ＝1200m,W＝320m,H＝140m 

⑤ 噴火前の地山の境界で崩壊 5376 万 m3 


